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「京都大学低温物質科学研究センター誌（LTMセンター誌）」への投稿の

お誘い並びに原稿の作成要領 
Call for Manuscripts for 

"Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University)"  
 

前川 覚1,2, 編集委員会2 
1京都大学大学院人間・環境学研究科，2京都大学低温物質科学研究センター 

S. Maegawa 1,2 and Editorial Committee 2 
1 Graduate School of Human and Environmental Studies, Kyoto University, 

2 Research Center for Low Temperature and Materials Sciences, Kyoto University 
 

所属の後にAbstractを数行，英文で書いてください． 

1. はじめに 

 「京都大学低温物質科学研究センター誌（通称：LTMセンター誌，英文名：Low Temperature and 
Materials Sciences (Kyoto University)）では，低温物質科学研究センターが提供する寒剤・共通機器

の利用者の皆様や関係者の皆様より「研究ノート｣,「技術ノート｣,「サロン」への投稿を歓迎いた

します．投稿されました原稿は，編集委員会で審議のうえ掲載の可否を決定いたします．投稿に

あたっては，電子ファイルを下記 † 宛にお送りください．また，併せて印刷原稿も † 宛に郵送ま

たは持参いただきますようお願いいたします．初校刷りは電子ファイルより作成しますので，以

下第 2 章を御参照のうえMS-Wordを用いて作成してください．InDesignまたはQuarkXPressのファ

イルでも結構です．なお，編集委員会からの原稿依頼も行いますので，依頼させていただいた際

にはよろしくお願い申し上げます． 
 
2. 原稿の作成要領 

A4用紙の上下左右に25 mmずつマージンをとって，和文表題，英文表題，和文著者・所属，英文著

者・所属，アブストラクト（英文），本文，参考文献，著者写真（35mm（幅）×40mm（高さ）），著者

略歴の順に記述してください．本文は 1 行あたり全角45文字，1 ページあたり40行を基準にしてくだ

さい．漢字・かな・カナにはMS明朝，英字・数字にはTimes New Roman，本文中の見出しにはMSゴ
シック（またはこれらに準じる書体）を使用してください．表題は14 point，著者・所属は12 point，
本文は10.5 point，図・表のキャプションは10 point の文字を用いてください．表題の前に空行を 3 行
入れてください．本文中，物理記号を表す記号は斜体（イタリック），単位記号は立体（ローマン）

で表記し，物理量と単位の間や数字と記号の間にはスペースを 1 個入れてください．また，章の間に

もスペースを 1 行設けてください．句読点は「．，」に統一してください． 
図は高解像度のものを本文中に貼り付けてください．カラー印刷が可能ですので，できるだけカラ

ーの図を使用してください．その他の細部については，本稿ならびに下記Ref. [1,2] のスタイルを参考

にしてください． 
  

参 考 文 献 

[引用番号] 著者名, 雑誌名, 巻数, 最初のページ番号, 年の順でお願いします． 

例） 
 [1] 寺嶋孝仁, 京都大学低温物質科学研究センター誌 8, 26 (2005). 
 [2] K. Mibu, Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University) 1, 13 (2003).  
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 東日本大震災，政府財源の窮乏，少子化等により，政府の予算削減，人員削減の嵐が大学へも

押し寄せ，ご承知のように既に 2 年前から LTM センターに対しても京大本部から厳しい組織改革

が求められています。センター専任教員，協議員，運営委員，学内関係教員が一丸となって，現

センターの組織体制が低温物質科学研究にとって極めて良好なものであることを主張し，何とか

持ちこたえてきましたが，先般，全部局を対象とした組織改革のための本部の新たな委員会が立

ち上がり，第 2 波が押し寄せて来る状況です。大学予算の削減という状況ではあるものの，大学

の本来の役目，国民が期待しているものは高度な研究と次を担う若者への教育です。ところが交

渉を通じて感じることは，組織管理・運営の観点からのみの改革であり，研究・教育の向上が全

くと言っていいほど考慮されていないことです。「研究と教育が第一なんて，それは理想ですよ。」

との言葉が返ってきたときには，唖然としました。これでは予算削減と共に研究・教育も衰退し

てしまうでしょう。研究・教育のレベルを保持・向上させながら，経費削減の工夫に知恵を出す

べきでしょう。 

 10 年前に理学部付属の極低温研究室から独立部局のセンター化が実現して以来，寒剤供給はセ

ンター教職員の努力と学内関係教員の協力により，大きく発展し，日本一安価・安全・便利な寒

剤供給が実現してきました。ネットによる申込，回収モニター設備，寒剤配送等，センター化な

くしては実現しなかった恩恵は多岐にわたります。同時にこれらによりヘリウム回収率の向上，

故障の減少，故障への適切な対応等，大幅な経費削減が実現しています。これらはセンター専任

教員が自らの研究と関係分野教員への利便性を両立させ，また業務を適切に分担，協力し合って

くださっているおかげです。このセンターの体制が学内関係研究分野の教員から支持・信頼され，

支援を得，好循環を生み出しているのだと思います。センター誌が毎回順調に発行され，関係領

域の最先端の研究の紹介誌として機能しているのもその 1 例だと思います。 

 「角を矯めて牛を殺す」ことが無き様，大学のあるべき姿を忘れない改革であって欲しいもの

です。                                    

前川 覚 

 

 

 

京都大学  低温物質科学研究センター誌 
Low Temperature and Materials Sciences 

(Kyoto University) 
第21号 2012 年 12 月  Volume 21, December 2012 

編集委員会：寺嶋 孝仁 (編集委員長), 前川 覚, 

矢持 秀起, 石田 憲二, 中村 裕之,  

芝内 孝禎, 藤原 直樹, 前里 光彦 

事 務 局：〒606-8501京都市左京区吉田本町 

      京都大学 低温物質科学研究センター 

     Tel:075-753-9521  Fax:075-753-9521 
       E-mail: terashim@scl.kyoto-u.ac.jp(寺嶋孝仁) 

印     刷：創文堂印刷 

30


